























として知られる。同年 6 月 11 日に落成、25 日に寄附、26 日
には移庁式が挙行されている（写真４参照）（注３）。四郷村が四
日市市に合併された昭和 18 年には、四日市市役所四郷出張
所となるが、同 54 年 3 月四郷地区市民センターが新設され、
役場としての機能を失う。同 56 年に起きた保存運動によっ
て、四郷地区連合自治会が四日市市へ建物の保存を陳情し、






























































































































































































































































































































































































































































































1992 年 10 月、同「大正・昭和戦前期における地方建
築技術者の建築活動−三重県における野田新作の建
築活動−」日本建築学会計画系論文報告集第 396 号、
1989 年 2 月。



































場）は、平成 11 年（1999）年 7 月取り壊しが表明さ
れたが、繰糸場、事務所、正門が現存している。現
在は棟が落ち、不朽が進んだ状態にある。
注 11　前掲注 9）、pp.37-38 参照
注 12　前掲注 2、4、5 参照
注 13　前掲注 4）参照。平成元年刊『四日市市史』によれば、
「四郷村役場建築設計図」として創建時の 1、２階平
面図、小屋伏図、事務室と会議室、貴賓室の天井伏
図が存在したと記されるが、現在四日市市役所では
図面の所在確認が取れない状況にある。創建時の図
面が附指定ではなかったことが悔やまれる。
旧四日市市役所四郷出張所の建築的特徴について
